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胃カルチノイドと早期胃癌が同一病巣内に共存した1例
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胃カルチノイドは比較的まれな腫瘍であるが第40回

胃癌研究会アンケート調査報告Dで161例の集計がさ

れており,胃 癌との合併例は19例である.し かし同一

病巣内に胃癌とカルチノイドが共存した症例は本例を

含め7例 と少ない.著 者らは早期胃癌病巣内にカルチ

ノイド腫瘍を共存した症例を経験したので若千の文献

的考察を加え報告する。

症  例

患者 :62歳,男 .

主訴 :心寓部痛.

家族歴 :父,胃 癌.

既往歴 !特記すべきことなし.

現病歴 :昭和57年10月ごろより心寓部痛が出現した

ため近医を受診した。胃X線 撮影,胃 内視鏡検査で胃

体上部後壁に隆起性の胃癌を指摘され当院に手術目的

で入院した,

入院時現症 :身長160cm, 体重60kg, 血圧138/72

mlnHg,脈拍82/分,整 .顔 面正常,頚 部リンパ節は触

知せず.胸部哄打聴診上異常なし.腹部は肝,腎 ,陣 ,

腫瘤を触知せず.便 通異常なく,直 腸指診上も異常を

認めず。いわゆるカルチノイド症候群の症状は呈して

いなかった.
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入院時検査成績 :CPTの 軽度上昇以外異常を認め

ず。CEA l.5ng/ml,AFP 3。lng/mlであった。

胃X線 検査,お よび胃内視鏡検査 :胃体上中部後壁

に辺縁不整 な隆起性病変を認 め, 胃 生検 で は

adenocarcinomaであり,IIaと診断した (図1).

手術所見 :上腹部正中切開で開腹.腹水,腹膜播種,

肝転移を認めず。SoPoHoNlと診断し,胃全摘術,陣尾

陣合併切除,R2の 手術を施行しRou区―en Y吻 合で再

建した。

切除標本の肉眼所見 :胃体上中部後壁に1.5×1.0

clnの中心に浅い陥凹を有する6.0×5.Ocmの 隆起性

病変を認めた。割面では胃癌は粘膜下組織まで浸潤し,

同一割面で胃癌病巣内に1.lXO.8cmの 黄色の限局性

腫瘤を認めた (図2,図 3).

病理学的所見 :肉眼的に癌の認められた部位の粘膜

か ら粘膜下層 にか けp a p l l l a r y  a d e n o c a r c i n o m a

(pap)を認めた。粘膜下の腫瘤は腫瘍細胞が円型の核

を有し,ほ ぼ均一で小型の細胞からなり充実性に増殖

するカルチノイド腫瘍 (Soga A型 )で あり,周 辺の

papillary adenocarcinomaとの境界は明瞭であった

(図4),PAS‐ Alcian blue染色では腺癌部は粘液産生

陽性であったが,カ ルチノイド部では陰性であった。

Glimelius染色は腺癌で陰性,カ ルチノイドは陽性(図

5上)であった。PAP法 による免疫組織化学的検索で

はカルチノイドはneuron specillc enolase陽性であ

り,serotonin(図5下),pancreatic polypeptide陽性,
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図1 胃 X線写真,お よび胃内視鏡検査胃体上中部に

隆起性病変をみとめた。

gastrin,somatostatin,insulin,glucagon陰性であっ

た。電顕的観察ではカルチノイ ドに神経分泌顆粒を認

めた。カルチノイ ドは リンパ管,静 脈侵襲を中程度に

認め,小 弯 リンパ節 (No.3)に 1個転移を認めた。す

なわち本腫瘍は pap,sm,INFβ ,ly2,VO,nOおよびcar‐

図3 切 除標本書J面のルーペ像

粘膜下層迄浸潤するpaplllary adenocarcinomaと

粘膜下の限局性腫瘤 (カルチノイド)と の境界は明

瞭であった.

図 4 胃 癌とカルチノイ ドの組織像

胃癌はpapillatt adenocarcinoma(上)で あり, カ
ルチノイドは結節状 (Soga A type)であった (下)

(X100).

図 2 切 除標本
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図5 カ ルチノイドの特殊染色
カルチノイドはグリメリウス染色湯性(上),免 疫組

織化学的検査でセロトエン陽性 (下)で あった。

cinoid,sm,INFβ,ly2,V2,nlのであった。

術後経過 i術後 2年を経過したが再発なく生存中で

ある。術後の検索では血中セロトニン,尿中5HIAAと

も正常であった。

考  察

カルチノイドは内分泌細胞由来の腫瘍であり,消 化

管では全消化管に発生する。胃カルチノイドは欧米で

は全カルチノイドの2.4～3.3%であるのに比べ本邦で

は31.2%"と多く,第40回胃癌研究会アンケート調査'

では161例の集計がなされている。カルチノイドと他の

悪性腫瘍との合併頻度は外国文献で23～31.9%と高

く,本 邦でも野々村ら。の音J検輯報の検索によれば

29%で あり,胃 カルチノイドと他の悪性腫瘍との共存

は40%で あった。切除例の検索1)では胃カルチノイド

と胃癌の共存は12%(19/161)で あり重複溝全体の発

生頻度D5～ 6%よ り高頻度である。しかし本邦報告

例の検討では同一組織内に胃カルチノイドと胃癌の共

存例は本例を合め 7例61-11)報告されているにすぎな

99(979)

い。 7例中3例は組織像で胃カルチノイドと胃癌の移

行像を認め,両 者の密接な関係を示唆している。しか

し,本 例は胃カルチノイドと胃癌が隣接して存在した

が,境 界は明瞭であり移行像は認めず,明 らかに組織

型を異にする腫瘍であった.カ ルチノイドはグリメリ

ウス染色陽性,電 頭的に神経分泌頼粒を認め,免 疫組

織化学的にneuron spectic enolase陽性,serotonin,

pancreatic polypeptide陽性でありserOtonin,pan―

creatic polypeptide産生カルチノイドであったと推

察された。胃カルチノイドの転移Dは腹膜播種が少な

く,肝 転移は一般胃癌の2倍であり, リンパ節転移を

きたしやすい。本例のカルチノイドは直径1.lcm,sm

の早期癌であったが,静 脈, リンパ管侵襲を中程度に

認め,小弯 リンパ節転移を認めた.水間ら121は
胃カルチ

ノイド100例の集計で,直 径lcm以 下のカルチノイ ド

は転移を認めなかったが,1～ 2cmで は16%に リンパ

節転移を認めたと報告し,渡 辺ら1のは内分泌細胞由来

の胃腫易を発育緩徐な古典的カルチノイドと静脈, リ

ンパ管侵襲が高度で,発 育,進 展の速い内分泌細胞癌

に大別し,後 者は悪性度の高い腫瘍であり術後の肝転

移にも注意しfollow upが必要であるとのべている。

以上よりlcm程 度の胃カルチノイドでも一般胃癌に

準じ,リ ンパ節郭清,根治手術および術後のfollow up

が必要であると考えられた。

ま と め

同一病巣内に早期胃癌,胃 カルチノイドを共存した

症例を経験したので若子の文献的考察を加え報告し

ブti.
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